
(57)【要約】

【課題】信頼性が高く，余分な力を最小限に抑えて湾曲

部の操作が可能な湾曲操作機構を提供する。

【解決手段】内視鏡の湾曲操作機構であって，内視鏡の

挿入部に設けられた湾曲部を湾曲操作するために，湾曲

部から延出させた湾曲ワイヤと，内視鏡の操作部に設け

られた湾曲操作レバーに軸部を介して連動するように具

備され，駆動ワイヤを巻回させる螺旋状の駆動ワイヤ巻

回用溝が周方向に設けられたプーリと，プーリに設けら

れた駆動ワイヤ巻回用溝に巻回される駆動ワイヤと，駆

動ワイヤと前記湾曲ワイヤとを接続する接続部材と，操

作部内に設けられ，接続部材を摺動可能に載置するガイ

ド部材とを備え，駆動ワイヤがプーリに最巻回された状

態において，駆動ワイヤの延出方向がガイド部材のガイ

ド面に平行をなすように，プーリとガイド部材とが相対

的に位置決めされていることを特徴とする。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 で あ っ て ；
内 視 鏡 の 挿 入 部 に 設 け ら れ た 湾 曲 部 を 湾 曲 操 作 す る た め に ， 前 記 湾 曲 部 か ら 延 出 さ せ た 湾
曲 ワ イ ヤ と ；
内 視 鏡 の 操 作 部 に 設 け ら れ た 湾 曲 操 作 レ バ ー に 軸 部 を 介 し て 連 動 す る よ う に 具 備 さ れ ， 駆
動 ワ イ ヤ を 巻 回 さ せ る 螺 旋 状 の 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 が 周 方 向 に 設 け ら れ た プ ー リ と ；
前 記 プ ー リ に 設 け ら れ た 前 記 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 に 巻 回 さ れ る 駆 動 ワ イ ヤ と ；
前 記 駆 動 ワ イ ヤ と 前 記 湾 曲 ワ イ ヤ と を 接 続 す る 接 続 部 材 と ；
前 記 操 作 部 内 に 設 け ら れ ， 前 記 接 続 部 材 を 摺 動 可 能 に 載 置 す る ガ イ ド 部 材 と ；
を 備 え ；
前 記 駆 動 ワ イ ヤ が 前 記 プ ー リ に 最 巻 回 さ れ た 状 態 に お い て ， 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 延 出 方 向 が
前 記 ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 面 に 平 行 を な す よ う に ， 前 記 プ ー リ と 前 記 ガ イ ド 部 材 と が 相 対 的
に 位 置 決 め さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ， 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 プ ー リ は ， 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て お り ，
前 記 駆 動 ワ イ ヤ が 前 記 プ ー リ に 巻 回 さ れ る 程 度 に 応 じ て ， 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 延 出 方 向 が 前
記 ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 面 に 平 行 を な す よ う に ， 前 記 プ ー リ を 軸 方 向 に 移 動 さ せ る プ ー リ 移
動 機 構 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 プ ー リ 移 動 機 構 は ， 前 記 プ ー リ 軸 部 ま た は プ ー リ 支 持 部 材 の い ず れ か 一 方 に 設 け ら れ
る カ ム と ， 前 記 プ ー リ 軸 部 ま た は 前 記 プ ー リ 支 持 部 材 の い ず れ か 他 方 に 設 け ら れ る カ ム ピ
ン か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 湾 曲 操 作 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 内 視 鏡 に か か り ， 特 に 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 操 作 機 構 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 は ， 主 に 操 作 部 と ， 操 作 部 に 連 結 さ れ 体 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 と か
ら 構 成 さ れ る 。 挿 入 部 は ， 操 作 部 に 連 結 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 軟 性 部 と ， 軟 性 部 の 先 端 側
に 連 結 さ れ た 屈 曲 自 在 な 湾 曲 部 と ， 湾 曲 部 の 先 端 に 連 結 さ れ 観 察 窓 等 が 具 備 さ れ た 先 端 硬
質 部 と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 湾 曲 部 を 湾 曲 操 作 す る た め ， 内 視 鏡 に は 湾 曲 操 作 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 か か る 湾 曲
操 作 機 構 は ， 内 視 鏡 操 作 部 に 設 け ら れ た 湾 曲 操 作 レ バ ー に よ っ て 回 転 さ れ る プ ー リ に 駆 動
ワ イ ヤ が 巻 回 さ れ る こ と に よ り 構 成 さ れ る 。 駆 動 ワ イ ヤ は ， 接 続 部 材 を 介 し て 湾 曲 ワ イ ヤ
に 接 続 さ れ て ， 湾 曲 部 の 操 作 ワ イ ヤ （ コ ン ト ロ ー ル ワ イ ヤ ） と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
プ ー リ に は ， 駆 動 ワ イ ヤ ご と に 独 立 し た ２ つ の 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 が 並 設 さ れ て い る 。 か
か る 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 に 駆 動 ワ イ ヤ を 各 々 巻 回 し ， プ ー リ の 回 転 に 応 じ て ， プ ー リ か ら
延 出 し た 駆 動 ワ イ ヤ の 一 方 が 巻 取 ら れ て ， 他 方 が 繰 出 さ れ る こ と に よ り 操 作 ワ イ ヤ （ コ ン
ト ロ ー ル ワ イ ヤ ） が 湾 曲 部 を 湾 曲 操 作 で き る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら ， 内 視 鏡 に お い て 観 察 性 能 を 向 上 さ せ る た め に は ， 上 記 湾 曲 部 の 湾 曲 角 度 を
大 き く す る こ と が 望 ま れ る 。 そ の た め に は 駆 動 ワ イ ヤ の ワ イ ヤ ス ト ロ ー ク を 大 き く す る 必
要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の た め ， 従 来 で は ， 例 え ば 駆 動 ワ イ ヤ を 巻 回 す る プ ー リ の 巻 径 を 大 き く す る こ と に よ り

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-33586 A 2004.2.5



， ワ イ ヤ ス ト ロ ー ク を 大 き く す る も の が あ る が ， プ ー リ の 巻 径 を 大 き く す る と ， プ ー リ の
回 転 ト ル ク が 増 し ， 湾 曲 操 作 レ バ ー を よ り 大 き な 力 で 操 作 し な け れ ば な ら な い と い う 不 都
合 が 生 じ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た ， プ ー リ の 回 転 ト ル ク を 小 さ く す る た め ， プ ー リ の 巻 径 を 小 さ く す る も の も あ る が ，
か か る 構 造 と し た プ ー リ で は ， プ ー リ の 巻 径 を 小 さ く す る に つ れ ， 同 じ 角 度 だ け 湾 曲 部 を
湾 曲 さ せ る 場 合 で あ っ て も ， 湾 曲 操 作 レ バ ー を よ り 多 く の 角 度 だ け 回 転 さ せ な け れ ば な ら
な い た め ， 操 作 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に ， ワ イ ヤ ス ト ロ ー ク を 大 き く し よ う と す れ ば す る ほ ど ， プ ー リ の 同 じ 駆 動 ワ イ ヤ 巻
回 用 溝 に ２ 周 以 上 巻 か な け れ ば な ら な く な る の で ， 巻 数 に 応 じ て プ ー リ の 回 転 ト ル ク が 次
第 に 大 き く な り ， 一 様 の 回 転 ト ル ク で 操 作 で き な く な る と と も に ， 二 重 巻 き 部 分 で 駆 動 ワ
イ ヤ 同 士 が 干 渉 す る の で ， 駆 動 ワ イ ヤ が 擦 れ て ， 駆 動 ワ イ ヤ の 耐 久 性 が 低 下 す る な ど の 問
題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
同 じ 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 に 駆 動 ワ イ ヤ を ２ 周 以 上 巻 く こ と ， い わ ゆ る 二 重 巻 を 避 け る た め
， 図 １ ０ （ ａ ） ， （ ｂ ） で 示 す よ う に ， 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ を 巻 回 す る プ ー リ １ ０ の 駆 動 ワ
イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ を プ ー リ １ ０ の 周 方 向 に 螺 旋 状 に 連 続 す る １ つ の 溝 で 構 成 す る も の が ，
特 願 ２ ０ ０ １ － １ ０ ０ ８ ８ ５ 号 と し て 出 願 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し か し ， か か る プ ー リ １ ０ の 構 成 で は ， 図 １ １ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に ， 湾 曲 部 を 湾
曲 さ せ な い ニ ュ ー ト ラ ル 時 と ， 湾 曲 部 を 湾 曲 さ せ る 操 作 時 で は ， 駆 動 ワ イ ヤ １ ４ の 延 出 方
向 が 異 な る こ と が あ っ た 。 す な わ ち ニ ュ ー ト ラ ル 時 に ， 図 １ １ （ ａ ） に 示 す よ う に ， プ ー
リ １ ０ に 設 け ら れ た 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ か ら 延 出 さ れ た 駆 動 ワ イ ヤ １ ４ の 延 出 方 向 は
， 操 作 ワ イ ヤ １ ６ と 接 続 す る 接 続 部 材 １ ８ を 載 置 し た ガ イ ド 部 材 ２ ０ の ガ イ ド 面 と 略 平 行
と な る よ う し て も ， 駆 動 ワ イ ヤ １ ４ を 巻 回 し て 駆 動 ワ イ ヤ １ ４ の 張 力 が 最 大 と な る 状 態 で
は ， 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に ， ガ イ ド 部 材 ２ ０ の 高 さ と 駆 動 ワ イ ヤ １ ４ を 延 出 す る 駆 動
ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ の 高 さ が 異 な っ て し ま う こ と が あ っ た 。 か か る 場 合 に は ， 駆 動 ワ イ ヤ
１ ４ の ガ イ ド 部 材 １ ８ に 対 す る 傾 き θ に 対 し て ， 駆 動 ワ イ ヤ １ ４ の 張 力 の １ ／ ｃ ｏ ｓ ２ θ
分 ， プ ー リ １ ０ を 余 分 に 強 く 回 す 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ ４ が か か る 形 状 で 傾 き を な す と ， 駆 動 ワ イ ヤ １ ４ が プ ー リ １ ０ に 設
け ら れ た 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ の 壁 面 に こ す れ ， 駆 動 ワ イ ヤ １ ４ の 耐 久 性 を 損 な う と い
う 問 題 も 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は ， 従 来 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 操 作 機 構 が 有 す る 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で
あ り ， 本 発 明 の 目 的 は ， よ り 少 な い 力 で プ ー リ に 巻 回 さ れ た 駆 動 ワ イ ヤ を 巻 き 取 る こ と に
よ り 湾 曲 部 の 操 作 の 可 能 な ， 新 規 か つ 改 良 さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 操 作 機 構 を 提 供 す る こ
と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に ， 本 発 明 の 別 の 目 的 は ， プ ー リ に 巻 回 さ れ た 駆 動 ワ イ ヤ が プ ー リ に 設 け ら れ た 駆 動
ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 の 壁 面 に こ す れ る こ と に よ る 消 耗 を 防 止 す る こ と の 可 能 な ， 新 規 か つ 改 良
さ れ た 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 操 作 機 構 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ れ ば ， 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 で あ っ て
， 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 設 け ら れ た 湾 曲 部 を 湾 曲 操 作 す る た め に ， 湾 曲 部 か ら 延 出 さ せ た 湾 曲
ワ イ ヤ と ， 内 視 鏡 の 操 作 部 に 設 け ら れ た 湾 曲 操 作 レ バ ー に 軸 部 を 介 し て 連 動 す る よ う に 具
備 さ れ ， 駆 動 ワ イ ヤ を 巻 回 さ せ る 螺 旋 状 の 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 が 周 方 向 に 設 け ら れ た プ ー
リ と ， プ ー リ に 設 け ら れ た 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 に 巻 回 さ れ る 駆 動 ワ イ ヤ と ， 駆 動 ワ イ ヤ と
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前 記 湾 曲 ワ イ ヤ と を 接 続 す る 接 続 部 材 と ， 操 作 部 内 に 設 け ら れ ， 接 続 部 材 を 摺 動 可 能 に 載
置 す る ガ イ ド 部 材 と を 備 え ， 駆 動 ワ イ ヤ が プ ー リ に 最 巻 回 さ れ た 状 態 に お い て ， 駆 動 ワ イ
ヤ の 延 出 方 向 が ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 面 に 平 行 を な す よ う に ， プ ー リ と ガ イ ド 部 材 と が 相 対
的 に 位 置 決 め さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ， 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 を か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 湾 曲 部 操 作 時 に 湾 曲 操 作 レ バ ー と
連 動 す る プ ー リ に 駆 動 ワ イ ヤ が 巻 回 さ れ て 駆 動 ワ イ ヤ の 張 力 が 最 大 と な っ た 状 態 に お い て
， 駆 動 ワ イ ヤ と ， 駆 動 ワ イ ヤ と 操 作 ワ イ ヤ を 接 続 す る 接 続 部 材 を 載 置 し た ガ イ ド 部 材 の ガ
イ ド 面 が 平 行 と な る の で ， 駆 動 ワ イ ヤ を 巻 き 取 っ て 湾 曲 操 作 レ バ ー を 操 作 す る の に 余 分 な
力 を 使 用 し な い こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に ， 湾 曲 部 操 作 時 に ， プ ー リ に 駆 動 ワ イ ヤ が 巻 回 さ れ て 駆 動 ワ イ ヤ の 張 力 が 最 大 と な
っ た 状 態 に お い て ， 駆 動 ワ イ ヤ と ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 面 が 平 行 と な る の で ， 駆 動 ワ イ ヤ が
プ ー リ に 巻 回 さ れ る と き に ， 駆 動 ワ イ ヤ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 の 壁 面 に こ す れ る こ と に よ
る 消 耗 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の と き ， プ ー リ は 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て お り ， 駆 動 ワ イ ヤ が プ ー リ に 巻 回 さ れ
る 程 度 に 応 じ て ， 駆 動 ワ イ ヤ の 延 出 方 向 が ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 面 に 平 行 を な す よ う に ， プ
ー リ を 軸 方 向 に 移 動 さ せ る プ ー リ 移 動 機 構 を 備 え て い る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 を か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 駆 動 ワ イ ヤ と ， 駆 動 ワ イ ヤ と 操 作
ワ イ ヤ を 接 続 す る 接 続 部 材 を 載 置 し た ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 面 が 常 に 平 行 と な る よ う に す る
こ と が 可 能 に な る の で ， 駆 動 ワ イ ヤ を 巻 き 取 っ て 湾 曲 操 作 レ バ ー を 操 作 す る の に 余 分 な 力
を 使 用 し な い こ と ， さ ら に 駆 動 ワ イ ヤ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 の 壁 面 に こ す れ る こ と に よ る
消 耗 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た こ の と き ， プ ー リ 移 動 機 構 は ， プ ー リ 軸 部 ま た は プ ー リ 支 持 部 材 の い ず れ か 一 方 に 設
け ら れ る カ ム と ， プ ー リ 軸 部 ま た は プ ー リ 支 持 部 材 の い ず れ か 他 方 に 設 け ら れ る カ ム ピ ン
か ら 成 る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 上 記 プ ー リ 移 動 機 構 を よ り 簡 単 に 実 現 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な
お ， 本 明 細 書 お よ び 図 面 に お い て ， 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は
， 同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ は ， 内 視 鏡 の 全 体 構 成 図 で あ る 。 内 視 鏡 １ ０ ０ は ， 主 に 操 作 部 １ ０ ２ と ， 操 作 部 １ ０
２ に 連 結 さ れ ， 体 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 １ ０ ４ と か ら 構 成 さ れ る 。 か か る
挿 入 部 １ ０ ４ は ， 操 作 部 １ ０ ２ に 連 結 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 軟 性 部 １ ０ ６ と ， 軟 性 部 １ ０
６ の 先 端 側 に 連 結 さ れ た 屈 曲 自 在 な 湾 曲 部 １ ０ ８ と ， 湾 曲 部 １ ０ ８ の 先 端 に 連 結 さ れ 観 察
窓 等 が 具 備 さ れ た 先 端 部 １ １ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 湾 曲 部 １ ０ ８ を 湾 曲 操 作 す る た め ， 内 視 鏡 １ ０ ０ の 操 作 部 １ ０ ２ 内 に は ， 湾 曲 操 作 機
構 が 設 け ら れ て い る 。 か か る 湾 曲 操 作 機 構 は ， 内 視 鏡 １ ０ ０ の 操 作 部 １ ０ ２ に 設 け ら れ た
湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ に よ っ て 回 転 さ れ る プ ー リ １ １ ４ に 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ ａ ， １
１ ６ ｂ を 巻 回 す る こ と に よ り 構 成 さ れ る 。 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ ａ ， １ １ ６ ｂ は ， 操 作 部 １ ０
２ 内 に 具 備 さ れ た ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ ａ ， １ ３ ０ ｂ 上 に 摺 動 可 能 に 設 け ら れ た 接 続 部 材 １ １
８ ａ ， １ １ ８ ｂ を 介 し て 湾 曲 ワ イ ヤ １ ２ ０ ａ ， １ ２ ０ ｂ に 接 続 さ れ て ， 湾 曲 部 １ ０ ８ の 操
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作 ワ イ ヤ （ コ ン ト ロ ー ル ワ イ ヤ ） １ ２ ２ ａ ， １ ２ ２ ｂ と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ は ， 操 作 部 １ ０ ２ に 設 け ら れ た 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ と プ ー リ １ １ ４ の 接 続 状 態 の 概
略 を 示 す 垂 直 方 向 の 断 面 図 で あ り ， 図 ３ は ， 操 作 部 １ ０ ２ 内 で の プ ー リ １ １ ４ お よ び プ ー
リ 支 持 部 材 １ ２ ４ の 組 立 図 で あ り ， 図 ４ は ， 図 ３ の 組 立 図 の 完 成 図 で あ る 。 な お ， 湾 曲 操
作 レ バ ー １ １ ２ は ， 左 右 湾 曲 操 作 用 レ バ ー １ １ ２ ａ と 上 下 湾 曲 操 作 用 レ バ ー １ １ ２ ｂ を 表
し ， プ ー リ １ １ ４ は ， 左 右 操 作 用 プ ー リ １ １ ４ ａ と 上 下 操 作 用 プ ー リ １ １ ４ ｂ を 表 し ， プ
ー リ 軸 部 １ １ ５ は ， 左 右 操 作 用 プ ー リ 軸 部 １ １ ５ ａ と 上 下 操 作 用 プ ー リ 軸 部 １ １ ５ ｂ を 表
し ， プ ー リ 支 持 部 材 は ， 左 右 操 作 用 プ ー リ 支 持 部 材 １ ２ ４ ａ と 上 下 操 作 用 プ ー リ 支 持 部 材
１ ２ ４ ｂ を 表 す も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
操 作 部 １ ０ ２ 内 で ， 図 ３ に 示 す よ う に ， 軸 固 定 板 １ ２ ５ に 対 し て ネ ジ 等 で 固 定 軸 １ ２ ６ を
固 定 す る 。 か か る 軸 固 定 板 １ ２ ５ 上 に リ ン グ 状 プ ー リ 支 持 部 材 １ ２ ７ を ネ ジ 等 で 固 定 し ，
左 右 操 作 用 プ ー リ １ １ ４ ａ を リ ン グ 状 プ ー リ 支 持 部 材 １ ２ ７ の 内 側 に 収 ま る よ う に 固 定 軸
１ ２ ６ に 嵌 挿 さ せ る 。 か か る 左 右 操 作 用 プ ー リ １ １ ４ ａ の 軸 部 １ １ ５ ａ に 左 右 操 作 用 プ ー
リ 支 持 部 材 １ ２ ４ ａ を 嵌 挿 さ せ る 。 か か る 左 右 操 作 用 プ ー リ 支 持 部 材 １ ２ ４ ａ に 上 下 操 作
用 プ ー リ １ １ ４ ｂ を 嵌 挿 さ せ る 。 か か る 上 下 操 作 用 プ ー リ １ １ ４ ｂ の 軸 部 １ １ ５ ｂ に 上 下
操 作 用 プ ー リ 支 持 部 材 １ ２ ４ ｂ を 嵌 挿 さ せ る 。 か か る 上 下 操 作 用 プ ー リ 支 持 部 材 １ ２ ４ ｂ
は ， 左 右 操 作 用 プ ー リ 支 持 部 材 １ ２ ４ ａ ， リ ン グ 状 プ ー リ 支 持 部 材 １ ２ ７ を 介 し て 軸 固 定
板 １ ２ ５ に ネ ジ 留 め 等 を し て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 左 右 操 作 用 プ ー リ １ １ ４ ａ に は ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ ａ ， １ １ ６ ｂ が ， 上 下 操 作 用 プ ー
リ １ １ ４ ｂ に は ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ ｃ ， １ １ ６ ｄ が ， そ れ ぞ れ 巻 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ ａ ， １ １ ６ ｂ ， １ １ ６ ｃ ， １ １ ６ ｄ は ， 接 続 部 材 １ １ ８ ａ ， １ １
８ ｂ ， １ １ ８ ｃ ， １ １ ８ ｄ を 介 し て 湾 曲 ワ イ ヤ １ ２ ０ ａ ， １ ２ ０ ｂ ， １ ２ ０ ｃ ， １ ２ ０ ｄ
と 接 続 さ れ ， か か る 接 続 部 材 １ １ ８ ａ ， １ １ ８ ｂ ， １ １ ８ ｃ ， １ １ ８ ｄ は ， 操 作 部 内 部 に
具 備 さ れ た ガ イ ド 部 材 （ 図 示 せ ず ） 上 に 摺 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ２ に 示 す よ う に ， 左 右 操 作 用 プ ー リ １ １ ４ ａ の 軸 部 １ １ ５ ａ は ， 左 右 湾 曲 操 作 用 レ バ ー
１ １ ２ ａ に ， 上 下 操 作 用 プ ー リ １ １ ４ ｂ の 軸 部 １ １ ５ ｂ は ， 上 下 湾 曲 操 作 用 レ バ ー １ １ ２
ｂ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ を 回
転 す る と プ ー リ 軸 部 １ １ ５ を 介 し て プ ー リ １ １ ４ が 回 転 し ， 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ の 回 転
角 の 分 だ け プ ー リ １ １ ４ も 回 転 す る 。 例 え ば ， 左 右 湾 曲 操 作 用 レ バ ー １ １ ２ ａ を 回 転 す る
と プ ー リ 軸 部 １ １ ５ ａ が 回 転 し ， 左 右 湾 曲 操 作 用 レ バ ー １ １ ２ ａ の 回 転 角 の 分 だ け 左 右 操
作 用 プ ー リ １ １ ４ ａ も 回 転 す る こ と に よ り 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ２ が 動 か さ れ ， 湾 曲 部 １ ０ ８ が
左 右 に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 下 に 説 明 す る 本 発 明 の 各 実 施 形 態 の 内 視 鏡 １ ０ ０ の 湾 曲 操 作 機 構 は ， 内 視 鏡 １ ０ ０ の 挿
入 部 １ ０ ４ に 設 け ら れ た 湾 曲 部 １ ０ ８ を 湾 曲 操 作 す る た め に ， 内 視 鏡 １ ０ ０ の 操 作 部 １ ０
２ に 設 け ら れ た 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ に 軸 部 １ １ ５ を 介 し て 連 動 す る よ う に 備 え ら れ た プ
ー リ １ １ ４ の 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ ８ に 巻 回 さ れ る 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ と ， 湾 曲 部 １ ０ ８
か ら 延 出 さ せ た 湾 曲 ワ イ ヤ １ ２ ０ と を 接 続 す る 接 続 部 材 １ １ ８ を ， 操 作 部 １ ０ ２ 内 に 設 け
ら れ た ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ に 摺 動 可 能 に 載 置 し ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ １ １ ４ に 最 巻 回
さ れ た 状 態 に お い て ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向 が ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 に 平 行
を な す よ う に ， プ ー リ １ １ ４ と ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ と が 相 対 的 に 位 置 決 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の た め ， 湾 曲 部 操 作 時 に 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ と 連 動 す る プ ー リ １ １ ４ に 駆 動 ワ イ ヤ １
１ ６ が 巻 回 さ れ て 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 張 力 が 最 大 と な っ た 状 態 に お い て ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １
６ の 延 出 方 向 と ， ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 が 平 行 と な る の で ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ を 巻
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き 取 っ て 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ を 操 作 す る の に 余 分 な 力 を 使 用 し な い こ と が 可 能 と な り ，
駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ ８ の 壁 面 に こ す れ る こ と に よ る 消 耗 を 防 止 す
る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ １ １ ４ に 最 巻 回 さ れ た 状 態 に
お い て ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向 が ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 に 平 行 を な す よ う に
， プ ー リ １ １ ４ と ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ と が 相 対 的 に 位 置 決 め を す る た め に ， 従 来 の 湾 曲 操 作
機 構 と は ， プ ー リ １ １ ４ の 構 成 と 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ を 巻 き 始 め る 地 点 が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ５ は ， 本 発 明 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 に お け る 第 １ の 実 施 の 形 態 の プ ー リ １ １ ４ の 構 成
図 で あ り ， （ ａ ） は ， 本 実 施 形 態 の プ ー リ １ １ ４ の 外 観 図 ， （ ｂ ） は ， 本 実 施 形 態 の プ ー
リ １ １ ４ の 垂 直 方 向 の 断 面 図 で あ る 。 な お ， 本 実 施 形 態 で は ， 左 右 操 作 用 プ ー リ と 上 下 操
作 用 プ ー リ ， 及 び 左 右 操 作 用 プ ー リ 軸 部 と 上 下 操 作 用 プ ー リ 軸 部 は 実 質 的 に 同 じ 構 成 の た
め ， 以 下 に お い て は ， 双 方 の プ ー リ ， プ ー リ 軸 部 を ま と め て プ ー リ １ １ ４ ， プ ー リ 軸 部 １
１ ５ と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま ず ， プ ー リ １ １ ４ に つ い て ， 図 ５ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 本 実 施 形 態 の プ ー リ １ １ ４ に つ い て
説 明 す る 。 プ ー リ １ １ ４ は ， プ ー リ 軸 部 １ １ ５ の 一 端 部 に 具 備 さ れ て い る 。 か か る プ ー リ
軸 部 １ １ ５ は ， 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ ， プ ー リ １ １ ４ が 設 け ら れ て い な い プ ー リ 軸 部 １ １ ５
の 他 端 部 は 湾 曲 操 作 レ バ ー （ 図 示 せ ず ） に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
上 記 プ ー リ １ １ ４ の 外 周 に は ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ を 巻 回 す る た め の 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １
２ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 か か る 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ ８ は ， 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に ，
プ ー リ １ １ ４ の 周 方 向 に 連 続 す る 螺 旋 状 を な し て い る 。 な お ， 本 実 施 形 態 で は ， 図 １ ０ に
示 し た 従 来 の プ ー リ １ ０ と 逆 方 向 ， つ ま り プ ー リ １ １ ４ の 周 方 向 に 対 し て 左 回 り の 螺 旋 状
に 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た プ ー リ １ １ ４ か ら 延 出 さ れ る 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ と 湾 曲 ワ イ ヤ １ ２ ０ を 接 続 す る 接 続 部
材 １ １ ８ を 摺 動 可 能 に 載 置 し た ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ は ， ニ ュ ー ト ラ ル 時 は 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６
の 延 出 方 向 と ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 に 対 し て 斜 め 方 向 と な る 位 置 に 操 作 部 １ ０ ２ 内
の プ ー リ １ １ ４ と 挿 入 部 １ ０ ４ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に ， 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 の 構 成 お よ び 動 作 に つ い て ， 図 ６ を 用 い て 説 明
す る 。 な お ， 図 ６ （ ａ ） は ， 湾 曲 部 １ ０ ８ の ニ ュ ー ト ラ ル 時 で の 湾 曲 操 作 機 構 の 状 態 を 示
し ， 図 ６ （ ｂ ） は ， 湾 曲 操 作 の た め に プ ー リ １ １ ４ に 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 最 巻 回 さ れ た と
き の 湾 曲 操 作 機 構 の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 で は ， 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 設 け ら れ た 湾 曲 部 １ ０ ８ を 湾
曲 操 作 す る た め に ， 湾 曲 部 １ ０ ８ か ら 延 出 さ せ た 湾 曲 ワ イ ヤ １ ２ ０ と 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が
接 続 部 材 １ １ ８ を 介 し て 接 続 さ れ ， か か る 接 続 部 材 １ １ ８ は ， ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ 上 に 摺 動
可 能 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ は ， 操 作 部 １ ０ ２ に 設 け た 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ に 連 動 す る よ う に 具 備
さ れ た プ ー リ １ １ ４ に 巻 回 さ れ ， 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ を 回 転 す る と プ ー リ 軸 部 １ １ ５ が
回 転 し ， 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ の 回 転 角 の 分 だ け プ ー リ １ １ ４ も 回 転 す る こ と に よ り ， 駆
動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 巻 回 さ れ ， 接 続 部 材 １ １ ８ を 介 し て 接 続 さ れ る 湾 曲 ワ イ ヤ １ ２ ０ が プ ー
リ １ １ ４ 側 に 引 き 戻 さ れ る こ と に よ り ， 湾 曲 部 １ ０ ８ が 曲 げ ら れ る 。 つ ま り ， 駆 動 ワ イ ヤ
１ １ ６ が 接 続 部 材 １ １ ８ を 介 し て 湾 曲 ワ イ ヤ １ ２ ０ に 接 続 さ れ て ， 湾 曲 部 １ ０ ８ の 操 作 ワ
イ ヤ （ コ ン ト ロ ー ル ワ イ ヤ ） １ ２ ２ と し て 機 能 す る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
本 実 施 形 態 で は ， プ ー リ １ １ ４ の 周 方 向 に 対 し て 螺 旋 状 に 左 回 り の 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １
２ ８ が 設 け ら れ ， か つ 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 端 部 １ １ ７ が プ ー リ １ １ ４ の 端 面 側 に 有 す る 駆
動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ ８ の 端 部 １ ２ ８ ａ か ら 接 続 さ れ て い る 。 な お ， 図 ６ に お い て ， プ ー
リ １ １ ４ の 下 側 を 端 面 側 ， プ ー リ の 上 側 を 軸 設 側 と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
プ ー リ １ １ ４ に 設 け た 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ ８ を 周 方 向 に 対 し 左 回 り に し ， 駆 動 ワ イ ヤ
１ １ ６ を プ ー リ １ １ ４ の 端 面 側 に 有 す る 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ ８ の 端 部 １ ２ ８ ａ か ら 接
続 し ， ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ を ニ ュ ー ト ラ ル 時 に 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向 と ガ イ ド 部 材 １
３ ０ の ガ イ ド 面 に 対 し て 斜 め 方 向 と な る 位 置 に 設 け る こ と に よ り ， ニ ュ ー ト ラ ル 時 は ， 図
６ （ ａ ） に 示 す よ う に 接 続 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向 が ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 に 対 し
て 平 行 で な い 。 し か し ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 最 巻 回 時 は ， 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 駆 動 ワ
イ ヤ １ １ ６ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ ８ か ら 延 出 さ れ る 地 点 は ， 操 作 部 内 に 具 備 さ れ た ガ
イ ド 部 材 １ ３ ０ 上 に 摺 動 可 能 に 設 け ら れ た 接 続 部 材 １ １ ８ の 位 置 と 同 じ 高 さ に な る た め ，
駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向 は ， ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 と 平 行 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
つ ま り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 張 力 が 最 大 に な る と き に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が ガ イ ド 部 材 １
３ ０ と 略 平 行 と な る こ と よ り ， 従 来 の 湾 曲 操 作 機 構 に 具 備 さ れ る プ ー リ と 異 な り ， 操 作 ワ
イ ヤ １ ２ ２ を 巻 回 す る の に 余 分 な 力 を 必 要 と し な い で 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ を 回 動 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
さ ら に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 張 力 が 最 大 と な っ た 状 態 に お い て ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ と ガ イ
ド 部 材 １ ３ ０ が 略 平 行 と な る の で ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ １ １ ４ に 巻 回 さ れ る と き に
， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 １ ２ ８ の 壁 面 に こ す れ る こ と に よ る 消 耗 を 防 止
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ ２ １ ４ に 最 巻 回 さ れ た 状 態 に
お い て ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向 が ガ イ ド 部 材 ２ ３ ０ の ガ イ ド 面 に 平 行 を な す よ う に
， プ ー リ ２ １ ４ と ガ イ ド 部 材 ２ ３ ０ と が 相 対 的 に 位 置 決 め を す る た め に ， 第 １ の 実 施 の 形
態 の 湾 曲 操 作 機 構 と は ， プ ー リ ２ １ ４ の 構 成 と ガ イ ド 部 材 ２ ３ ０ の 設 置 位 置 が 異 な っ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ７ （ ａ ） ， （ ｂ ） は ， 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 の 構 成 お よ び
動 作 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ （ ａ ） は ， 湾 曲 部 の 不 操 作 時 で の 湾 曲 操 作 機 構 の 状 態 を
示 し ， 図 ７ （ ｂ ） は ， 湾 曲 操 作 の た め に プ ー リ ２ １ ４ に 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 最 巻 回 さ れ た
と き の 湾 曲 操 作 機 構 の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 実 施 形 態 で は ， プ ー リ ２ １ ４ に は ， 図 １ ０ で 示 さ れ る 従 来 の プ ー リ １ ０ と 同 一 方 向 ， つ
ま り プ ー リ ２ １ ４ の 周 方 向 に 対 し て 右 回 り の 螺 旋 状 に 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ２ ２ ８ が 設 け ら
れ て い る 。 ま た 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 端 部 １ １ ７ が プ ー リ ２ １ ４
の 軸 設 側 に 有 す る 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ２ ２ ８ の 端 部 ２ ２ ８ ａ か ら 接 続 さ れ て い る 。 な お ，
図 ７ に お い て ， プ ー リ ２ １ ４ の 下 側 を 端 面 側 ， プ ー リ の 上 側 を 軸 設 側 と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
さ ら に ， 図 ７ （ ａ ） に 示 し た よ う に ， 本 実 施 形 態 で は ， 操 作 部 内 に 具 備 さ れ た ガ イ ド 部 材
２ ３ ０ に 摺 動 可 能 に 設 け ら れ た 接 続 部 材 １ １ ８ は ， プ ー リ ２ １ ４ に 巻 回 さ れ る 前 の ニ ュ ー
ト ラ ル 時 で の 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ ２ １ ４ か ら 延 出 さ れ る 地 点 よ り ， 図 ７ に お い て 低
い 位 置 に あ り ， こ の と き 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ は 水 平 方 向 に 対 し て θ ´ の 角 度 を な す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
つ ま り ， ガ イ ド 部 材 ２ ３ ０ は ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 最 巻 回 さ れ た と き に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １
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６ の 延 出 方 向 と ガ イ ド 部 材 ２ ３ ０ の ガ イ ド 面 が 平 行 と な る よ う な 配 置 に な る よ う に 操 作 部
内 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ガ イ ド 部 材 ２ ３ ０ を 上 記 配 置 と す る こ と に よ り ， ニ ュ ー ト ラ ル 時 は ， 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ
う に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 に 対 し 平 行 で な く ， プ ー リ ２ １ ４
か ら の 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ 延 出 地 点 に 向 か い 斜 め 方 向 に 向 い て い る 。 し か し ， 図 ７ （ ｂ ） に
示 し た よ う に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ ２ １ ４ の 周 方 向 に 螺 旋 状 に 設 け ら れ た 駆 動 ワ イ
ヤ 巻 回 用 溝 ２ ２ ８ に 軸 設 側 の 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ２ ２ ８ か ら 巻 回 さ れ る た め ， 駆 動 ワ イ ヤ
１ １ ６ 最 巻 回 時 で は ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ２ ２ ８ か ら 延 出 さ れ る 地 点
は ， 操 作 部 内 に 具 備 さ れ た ガ イ ド 部 材 ２ ３ ０ 上 に 摺 動 可 能 に 設 け ら れ た 接 続 部 材 １ １ ８ の
位 置 と 同 じ 高 さ と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の た め ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ ２ １ ４ に 最 巻 回 さ れ た と き ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延
出 方 向 が ガ イ ド 部 材 ２ ３ ０ の ガ イ ド 面 と 平 行 と な る こ と に よ り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 張 力
が 最 大 に な る と き に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が ガ イ ド 部 材 ２ ３ ０ と 平 行 と な る こ と よ り ， 従 来
の 湾 曲 操 作 機 構 に 具 備 さ れ る プ ー リ と 異 な り ， 操 作 ワ イ ヤ １ １ ６ を 巻 回 す る の に 余 分 な 力
を 必 要 と し な い で 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ を 回 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 張 力 が 最 大 と な っ た 状 態 に お い て ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ と ガ イ ド
部 材 ２ ３ ０ が 平 行 と な る の で ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ ２ １ ４ に 巻 回 さ れ る と き に ， 駆
動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ２ ２ ８ の 壁 面 に こ す れ る こ と に よ る 消 耗 を 防 止 す る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
さ ら に ， ニ ュ ー ト ラ ル 時 に お い て も 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ と 接 し な い こ と
よ り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ に こ す れ る こ と に よ る 消 耗 を 防 止 す る こ と も
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 湾 曲 操 作 機 構 で は ， プ ー リ ３ ２ ８ は 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 構 成
さ れ て お り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ ３ ２ ８ に 巻 回 さ れ る 程 度 に 応 じ て ， 駆 動 ワ イ ヤ １
１ ６ の 延 出 方 向 が ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 に 平 行 を な す よ う に ， プ ー リ ３ ２ ８ を 軸 方
向 に 移 動 さ せ る プ ー リ 移 動 機 構 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
こ の た め ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ と ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ と 湾 曲 ワ イ ヤ １ ２ ０ を 接 続 す る 接 続 部
材 を 載 置 し た ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 が 常 に 平 行 と な る よ う に す る こ と が 可 能 に な る
の で ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ を 巻 き 取 っ て 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ を 操 作 す る の に 余 分 な 力 を 使
用 し な い こ と ， さ ら に 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ３ ２ ８ の 壁 面 に こ す れ る こ
と に よ る 消 耗 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 実 施 形 態 で は ， 図 ８ に 示 す よ う に ， プ ー リ 移 動 機 構 は ， プ ー リ 軸 部 ３ １ ５ に 円 筒 型 カ ム
３ ３ ０ を 設 け ， プ ー リ 支 持 部 材 ３ ２ ４ に カ ム ピ ン を 設 け る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 の 構 成 お よ び 動 作 に つ い て ， 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。
図 ８ （ ａ ） ， （ ｂ ） は ， 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 の 構 成 お よ び 動 作 の 概 略 を 示
す 図 で あ る 。 図 ８ （ ａ ） は ， 湾 曲 部 １ ０ ８ の ニ ュ ー ト ラ ル 時 で の 湾 曲 操 作 機 構 の 状 態 を 示
し ， 図 ８ （ ｂ ） は ， 湾 曲 操 作 の た め に プ ー リ ３ １ ４ に 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 最 巻 回 さ れ た と
き の 湾 曲 操 作 機 構 の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
本 実 施 形 態 で は ， プ ー リ ３ １ ４ に は ， 図 １ ０ に 示 さ れ る 従 来 の プ ー リ １ ０ と 同 一 方 向 ， つ
ま り プ ー リ ３ １ ４ の 周 方 向 に 対 し て 螺 旋 状 に 右 回 り の 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ３ ２ ８ が 設 け ら
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れ て い る 。 ま た 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 端 部 １ １ ７ が プ ー リ ３ １ ４
の 軸 設 側 に 有 す る 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ３ ２ ８ の 端 部 ３ ２ ８ ａ か ら 接 続 さ れ て い る 。 な お ，
図 ８ に お い て ， プ ー リ ３ １ ４ の 下 側 を 端 面 側 ， プ ー リ の 上 側 を 軸 設 側 と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
さ ら に ， 図 ８ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 し た よ う に ， プ ー リ ３ １ ４ の 軸 部 ３ １ ５ に は ， プ ー リ ３
１ ４ と 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ と の 間 の 部 位 に 円 筒 型 カ ム ３ ３ ０ が 設 け ら れ ， か か る 円 筒 型
カ ム ３ ３ ０ に は ， 周 方 向 に 螺 旋 状 の カ ム 溝 ３ ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ま た ， 本 実 施 形 態 で
は ， プ ー リ ３ １ ４ の 軸 部 ３ １ ５ に 嵌 挿 さ れ た プ ー リ 支 持 部 材 ３ ２ ４ に は ， カ ム 溝 ３ ３ ２ に
噛 合 す る カ ム ピ ン ３ ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
本 実 施 形 態 の 湾 曲 操 作 機 構 を 上 記 の 構 成 と す る こ と に よ り ， 湾 曲 操 作 レ バ ー （ 図 示 せ ず ）
を 回 動 し た と き に ， 湾 曲 操 作 レ バ ー と プ ー リ 軸 部 ３ １ ５ を 介 し て 円 筒 型 カ ム ３ ３ ０ ， プ ー
リ ３ １ ４ が 連 動 し て ， 回 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
こ の と き ， 円 筒 型 カ ム ３ ３ ０ に 設 け ら れ た カ ム 溝 ３ ３ ２ に ， プ ー リ 支 持 部 材 ３ ２ ４ に 具 備
さ れ た カ ム ピ ン ３ ２ ５ が 噛 み 合 っ て い る こ と よ り ， 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に ， 円 筒 型 カ ム
３ ３ ０ が 回 動 す る と き に ， 操 作 部 １ ０ ２ に 固 定 さ れ た カ ム ピ ン ３ ２ ５ は ， 螺 旋 状 に 設 け ら
れ た カ ム 溝 ３ ３ ２ に 沿 っ て 摺 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
こ の た め ， 円 筒 型 カ ム ３ ３ ０ は ， 軸 方 向 に 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ が 設 け ら れ て い る 側 （ 図
８ （ ａ ） に お け る 上 側 ） に 距 離 Ｘ だ け 移 動 し ， 円 筒 型 カ ム ３ ３ ０ と 連 動 し て プ ー リ ３ １ ４
も 同 方 向 に 距 離 Ｘ だ け 移 動 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ ３ １ ４ に 最 巻 回 さ れ た 状 態 の と き ，
プ ー リ ３ １ ４ の 軸 部 ３ １ ５ に 設 け た 円 筒 型 カ ム ３ ３ ０ と 操 作 部 １ ０ ２ に 設 け た カ ム ピ ン ３
２ ５ に よ る 上 記 作 用 に よ っ て ， プ ー リ ３ １ ４ が 軸 方 向 に 移 動 す る こ と に よ り ， 駆 動 ワ イ ヤ
１ １ ６ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ３ ２ ８ か ら 延 出 さ れ る 地 点 は ， ち ょ う ど 操 作 部 内 に 具 備 さ れ
た ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ 上 に 摺 動 可 能 に 設 け ら れ た 接 続 部 材 １ １ ８ の 位 置 と 図 ８ （ ｂ ） に お い
て 同 じ 高 さ と な る 。 こ の た め ， プ ー リ ３ １ ４ か ら 延 出 さ れ る 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向
が ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 と 平 行 と な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
つ ま り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 張 力 が 最 大 に な る と き に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が ガ イ ド 部 材 １
３ ０ と 略 平 行 と な る こ と よ り ， 従 来 の 湾 曲 操 作 機 構 に 具 備 さ れ る プ ー リ と 異 な り ， 操 作 ワ
イ ヤ １ ２ ２ を 巻 回 す る の に 余 分 な 力 を 必 要 と し な い で 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ を 回 動 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
さ ら に ， 本 実 施 形 態 で は ， プ ー リ 移 動 機 構 に よ り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向 は ， ガ イ
ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 と 常 に 平 行 に な る よ う に 作 用 さ れ る こ と よ り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６
の 張 力 が 最 大 時 の み な ら ず ， 常 に 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向 と ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ
ド 面 が 平 行 と な る の で ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ ３ １ ４ に 巻 回 さ れ る と き に ， 駆 動 ワ イ
ヤ １ １ ６ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ３ ２ ８ の 壁 面 に こ す れ る こ と に よ る 消 耗 を 防 止 す る こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 湾 曲 操 作 機 構 で は ， プ ー リ ４ ２ ８ は ， 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 構
成 さ れ て お り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ ４ ２ ８ に 巻 回 さ れ る 程 度 に 応 じ て ， 駆 動 ワ イ ヤ
１ １ ６ の 延 出 方 向 が ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 に 平 行 を な す よ う に ， プ ー リ ４ ２ ８ を 軸
方 向 に 移 動 さ せ る プ ー リ 移 動 機 構 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
こ の た め ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ と ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ と 湾 曲 ワ イ ヤ １ ２ ０ を 接 続 す る 接 続 部
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材 を 載 置 し た ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 が 常 に 平 行 と な る よ う に す る こ と が 可 能 に な る
の で ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ を 巻 き 取 っ て 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ を 操 作 す る の に 余 分 な 力 を 使
用 し な い こ と ， さ ら に 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ４ ２ ８ の 壁 面 に こ す れ る こ
と に よ る 消 耗 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
本 実 施 形 態 で は ， 図 ９ に 示 す よ う に ， プ ー リ 移 動 機 構 は ， プ ー リ 軸 部 ４ １ ５ に カ ム ピ ン ４
２ ５ を 設 け ， プ ー リ 支 持 部 材 ４ ２ ４ に カ ム 溝 ４ ２ ６ を 設 け る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 の 構 成 お よ び 動 作 に つ い て ， 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。
図 ９ （ ａ ） は ， 湾 曲 部 １ ０ ８ の ニ ュ ー ト ラ ル 時 で の 湾 曲 操 作 機 構 の 状 態 を 示 し ， 図 ９ （ ｂ
） は ， 湾 曲 操 作 の た め に プ ー リ ４ １ ４ に 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 最 巻 回 さ れ た と き の 湾 曲 操 作
機 構 の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
本 実 施 形 態 で は ， プ ー リ ４ １ ４ に は ， 図 １ ０ に 示 さ れ る 従 来 の プ ー リ １ ０ と 同 一 方 向 ， つ
ま り プ ー リ ４ １ ４ の 周 方 向 に 対 し て 螺 旋 状 に 右 回 り の 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ４ ２ ８ が 設 け ら
れ ， 図 ９ （ ｂ ） に 示 し た よ う に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 端 部 １ １ ７ が プ ー リ ４ １ ４ の 軸 設 側
に 有 す る 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ４ ２ ８ の 端 部 ４ ２ ８ ａ か ら 接 続 さ れ て い る 。 な お ， 図 ９ に お
い て ， プ ー リ ４ １ ４ の 下 側 を 端 面 側 ， プ ー リ の 上 側 を 軸 設 側 と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
さ ら に ， 図 ９ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 し た よ う に ， 本 実 施 形 態 で は ， プ ー リ ４ １ ４ の 軸 部 ４ １
５ に 嵌 挿 さ れ た プ ー リ 支 持 部 材 ４ ２ ４ に は ， 内 周 方 向 に 螺 旋 状 の カ ム 溝 ４ ２ ６ が 設 け ら れ
て い る 。 ま た ， プ ー リ ４ １ ４ の 軸 部 ４ １ ５ に は ， プ ー リ ４ １ ４ と 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ と
の 間 の 部 位 に カ ム 溝 ４ ２ ６ に 噛 合 す る カ ム ピ ン ４ ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
本 実 施 形 態 の 湾 曲 操 作 機 構 を 上 記 の 構 成 と す る こ と に よ り ， 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ を 回 動
し た と き に ， 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ と プ ー リ 軸 部 ４ １ ５ を 介 し て カ ム ピ ン ４ ２ ５ ， プ ー リ
４ １ ４ が 連 動 し て 回 動 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
こ の と き ， 軸 部 ４ １ ５ に 設 け ら れ た カ ム ピ ン ４ ２ ５ が ， 操 作 部 １ ０ ２ の プ ー リ 支 持 部 材 ４
２ ４ に 具 備 さ れ た カ ム 溝 ４ ２ ６ に 噛 み 合 っ て い る こ と よ り ， 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に ， プ
ー リ ４ １ ４ と 連 動 し て プ ー リ 軸 部 ４ １ ５ に 設 け ら れ た カ ム ピ ン ４ ２ ５ が 回 動 す る と き に ，
か か る カ ム ピ ン ４ ２ ５ が プ ー リ 支 持 部 材 ４ ２ ４ に 螺 旋 状 で 設 け ら れ た カ ム 溝 ４ ２ ６ に 沿 っ
て 摺 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
こ の た め ， 軸 部 ４ １ ５ に 設 け ら れ た カ ム ピ ン ４ ２ ５ は ， 軸 方 向 に 湾 曲 操 作 レ バ ー １ １ ２ が
設 け ら れ て い る 側 （ 図 ９ （ ａ ） に お け る 上 側 ） に 距 離 Ｘ だ け 移 動 し ， 軸 部 ４ １ ５ に 設 け ら
れ た カ ム ピ ン ４ ２ ５ と 連 動 し て プ ー リ ４ １ ４ も 同 方 向 に 距 離 Ｘ だ け 移 動 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
つ ま り ， 図 ９ （ ｂ ） に 示 し た よ う に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ ４ １ ４ に 最 巻 回 さ れ た 状
態 の と き ， プ ー リ ４ １ ４ の 軸 部 ４ １ ５ に 設 け た カ ム ピ ン ４ ２ ５ と プ ー リ 支 持 部 材 ４ ２ ４ に
設 け た カ ム 溝 ４ ２ ６ に よ る 上 記 動 作 に よ っ て ， プ ー リ ４ １ ４ が 軸 方 向 に 移 動 す る こ と に よ
り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ４ ２ ８ か ら 延 出 さ れ る 地 点 は ， ち ょ う ど 操 作
部 内 に 具 備 さ れ た ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ 上 に 摺 動 可 能 に 設 け ら れ た 接 続 部 材 １ １ ８ の 位 置 と 図
９ （ ｂ ） に お い て 同 じ 高 さ と な る 。 こ の た め ， プ ー リ ４ １ ４ か ら 延 出 さ れ る 駆 動 ワ イ ヤ １
１ ６ の 延 出 方 向 が ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 と 平 行 と な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
つ ま り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 張 力 が 最 大 に な る と き に ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向 が ガ
イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 と 平 行 と な る こ と よ り ， 従 来 の 湾 曲 操 作 機 構 に 具 備 さ れ る プ ー
リ と 異 な り ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ２ を 巻 回 す る の に 余 分 な 力 を 必 要 と し な い で 湾 曲 操 作 レ バ ー
１ １ ２ を 回 動 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ７ ５ 】
さ ら に ， 本 実 施 形 態 で は ， プ ー リ 移 動 機 構 に よ り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向 は ， ガ イ
ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ ド 面 と 常 に 平 行 に な る よ う に 作 用 さ れ る こ と よ り ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６
の 張 力 が 最 大 時 の み な ら ず ， 常 に 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ の 延 出 方 向 と ガ イ ド 部 材 １ ３ ０ の ガ イ
ド 面 が 平 行 と な る の で ， 駆 動 ワ イ ヤ １ １ ６ が プ ー リ ４ １ ４ に 巻 回 さ れ る と き に ， 駆 動 ワ イ
ヤ １ １ ６ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 ４ ２ ８ の 壁 面 に こ す れ る こ と に よ る 消 耗 を 防 止 す る こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
以 上 ， 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が ， 本 発 明 は か
か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば ， 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 疇
内 に お い て 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り ， そ れ ら に つ い て
も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
例 え ば ， 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は ， プ ー リ の 周 方 向 に 対 し て 螺 旋 状 に 左 回 り の 駆 動
ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 が 設 け ら れ て い る が ， 駆 動 ワ イ ヤ が プ ー リ の 端 面 側 に 有 す る 駆 動 ワ イ ヤ 巻
回 用 溝 の 端 部 か ら 接 続 さ れ て い れ ば ， プ ー リ の 周 方 向 右 回 り に 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 を プ ー
リ に 設 け て も ， 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ え る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
さ ら に ， 本 発 明 の 第 ２ ， ３ お よ び ４ の 実 施 の 形 態 で は ， プ ー リ の 周 方 向 に 対 し て 螺 旋 状 に
右 回 り の 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 が 設 け ら れ て い る が ， 駆 動 ワ イ ヤ が プ ー リ の 軸 設 側 に 有 す る
駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 の 端 部 か ら 接 続 さ れ て い れ ば ， プ ー リ の 周 方 向 左 回 り に 駆 動 ワ イ ヤ 巻
回 用 溝 を プ ー リ に 設 け て も ， 同 様 の 効 果 が 得 ら れ え る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に ， 本 発 明 の 各 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 に よ れ ば ， 駆 動 ワ
イ ヤ の 張 力 が 最 大 に な る と き に ， 駆 動 ワ イ ヤ の 延 出 方 向 が ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 面 と 平 行 と
な る こ と よ り ， よ り 少 な い 力 で プ ー リ に 巻 回 さ れ た 駆 動 ワ イ ヤ を 巻 き 取 る こ と に よ る 湾 曲
部 の 操 作 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
ま た プ ー リ に 巻 回 さ れ た 駆 動 ワ イ ヤ が プ ー リ に 設 け ら れ た 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝 の 壁 面 に こ
す れ る こ と に よ る 消 耗 を 防 止 さ れ る こ と に よ り ， 駆 動 ワ イ ヤ の 耐 久 性 の 向 上 が 実 現 さ れ る
。
【 ０ ０ ８ １ 】
さ ら に ， 本 発 明 の 第 ３ 及 び 第 ４ の 実 施 形 態 で は ， プ ー リ 移 動 機 構 に よ り ， 駆 動 ワ イ ヤ の 延
出 方 向 は ， ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 面 と 常 に 平 行 に な る よ う に 作 用 さ れ る こ と よ り ， 駆 動 ワ イ
ヤ の 張 力 が 最 大 時 の み な ら ず ， 常 に 駆 動 ワ イ ヤ の 延 出 方 向 と ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 面 が 平 行
と な る の で ， 駆 動 ワ イ ヤ が プ ー リ に 巻 回 さ れ る と き に ， 駆 動 ワ イ ヤ が 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝
の 壁 面 に こ す れ る こ と に よ る 消 耗 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 の 操 作 部 の 湾 曲 操 作 レ バ ー 周 辺 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 操 作 部 内 で の プ ー リ お よ び プ ー リ 支 持 部 材 の 組 立 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 組 立 図 の 完 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る プ ー リ の 構 成 図 で あ り ， （ ａ ） は 本 実 施 形 態 の プ ー リ
の 外 観 図 ， （ ｂ ） は 本 実 施 形 態 の プ ー リ の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は ， 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 の 構 成 お よ
び 動 作 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は ， 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 の 構 成 お よ
び 動 作 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は ， 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 の 構 成 お よ
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び 動 作 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は ， 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 の 構 成 お よ
び 動 作 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 に 具 備 さ れ た プ ー リ の 構 成 図 で あ り ， （ ａ ） は 本
実 施 形 態 の プ ー リ の 外 観 図 ， （ ｂ ） は 本 実 施 形 態 の プ ー リ の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は ， 従 来 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 機 構 の 構 成 お よ び 動 作 の 概 略 を 示
す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ 　 　 内 視 鏡
１ ０ ２ 　 　 操 作 部
１ ０ ４ 　 　 挿 入 部
１ ０ ６ 　 　 軟 性 部
１ ０ ８ 　 　 湾 曲 部
１ １ ０ 　 　 先 端 部
１ １ ２ 　 　 湾 曲 レ バ ー
１ １ ４ ， ２ １ ４ ， ３ １ ４ ， ４ １ ４ 　 　 プ ー リ
１ １ ５ ， ２ １ ５ ， ３ １ ５ ， ４ １ ５ 　 　 軸 部
１ １ ６ 　 　 駆 動 ワ イ ヤ
１ １ ８ 　 　 接 続 部 材
１ ２ ０ 　 　 湾 曲 ワ イ ヤ
１ ２ ２ 　 　 操 作 ワ イ ヤ
１ ２ ４ ， ３ ２ ４ ， ４ ２ ４ 　 　 プ ー リ 支 持 部 材
１ ２ ６ 　 　 固 定 軸
１ ２ ８ ， ２ ２ ８ ， ３ ２ ８ ， ４ ２ ８ 　 　 駆 動 ワ イ ヤ 巻 回 用 溝
１ ３ ０ 　 　 ガ イ ド 部 材
３ ２ ５ ， ４ ２ ５ 　 　 カ ム ピ ン
３ ３ ０ 　 　 円 筒 型 カ ム
３ ３ ２ ， ４ ２ ６ 　 　 カ ム 溝
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(14) JP 2004-33586 A 2004.2.5



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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